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自衛隊の海外派兵を食い止め、大幅軍縮を！

米軍基地を撤去しよう＇

反核運動を継純し、核廃絶を！

憲法9条を世界に！

月刊トマ喰い虫改題 市民による平和政策を提起しよう！

草の根の国際共同作業をずすめよう！
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Tom Bloom 

平和基本法を語ろう！

呉ー横須賀●碁地監視で」キャヅチー「高性能弾薬」の輸送

陸上自衛隊に削減の動き●市民による軍民転換を！

資料●なぜ、米軍はアジア太平洋前進配備をつづけるのか？

A維持会員（月間） ＊参加会員（月間） ＊通信会員阻inq蒲オ、ットワーク
個人 1日 1000円 個人 1日 500円年間

昇心は購悶雷］ふくみ閏年＞1日 1000円 3000円ゴFャッヲこピース

あなたも会員•読者に
連絡事務所●〒翠3 横浜市港北区箕輪町3-3-1
， 丁ELO45(563)5101
~ FAX045(5~3) 8907 
郵便振替●東京6-136148 口座名「キャッチピースー！



●
雑
誌
「
世
界
」
三
月
号
に
、
和
田
春
樹
さ
ん
前
田

哲
男
さ
ん
山
口
二
郎
さ
ん
ら
九
人
の
名
前
で
I

共
同

提
言
」
さ
れ
た
『
「
平
和
基
本
法
」
を
つ
く
ろ
う
。

乎
和
悪
法
の
精
神
に
沿
っ
て
自
衛
隊
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
』
を
、
各
地
の
グ
ル
ー
プ
や
読
者
間
で
論

議
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

●
す
で
に
、
議
論
が
始
ま
っ
て
い
る
所
も
あ
る
。
た

と
え
ば
「
非
核
市
民
宣
言
運
動
ヨ
コ
ス
カ
一
の
デ
モ

便
り
六
一
号
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
こ
の

「
平
和
基
本
法
」
は
、
解
釈
改
悪
派
の
策
謀
で
あ
り
、

権
力
に
媚
び
た
見
る
の
も
汚
ら
わ
し
い
も
の
、
と
言

い
出
す
人
も
い
る
ら
し
い
と
間
い
て
い
る
。

●
し
か
し
、
私
た
ち
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
の
今
ま
で
の

主
張
で
あ
る
、
自
衛
隊
の
削
減
に
つ
い
て
そ
の
法
制

化
も
含
め
て
の
具
体
的
提
案
は
、
と
て
も
大
切
な
テ

キ
ス
ト
で
あ
る
は
ず
だ
。
二
年
前
に
京
都
の
反
戦
ド

タ
バ
タ
会
議
の
青
木
雅
彦
君
が
自
衛
隊
削
減
の
市
民

提
案
「
ハ
ー
フ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
論
l

を
提
案
し
た
時
、

私
た
ち
は
、
冷
静
な
論
議
を
作
り
出
せ
な
か
っ
た
。

市
民
の
軍
縮
プ
ラ
ン
の
一
っ
を
生
か
し
切
れ
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
今
は
こ
の
「
平
和
基
本
法
l

の
提
言

を
受
け
止
め
自
分
た
ち
の
財
産
に
で
き
る
は
ず
だ
。

呉
に
あ
る
米
陸
軍
広
弾
薬
庫
の
監
視
を
始
め
た
の

は
一
九
八
五
年
か
ら
で
あ
る
。
基
地
の
あ
る
街
に
住

ん
で
い
て
も
、
住
民
は
も
ち
ろ
ん
自
治
体
が
基
地
の

実
態
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
状
況
に
少
し
で
も
穴
を

あ
け
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
だ
。
こ
の
間
、
弾
薬
の

海
上
保
管
の
証
拠
写
真
、
呉
市
へ
の
無
通
告
の
弾
薬

輸
送
の
実
態
な
ど
を
暴
露
し
て
き
た
。
そ
ん
な
中
、

こ
の
四
、
五
月
の
監
視
活
動
か
ら
、
広
弾
薬
庫
で
は

高
性
能
弾
薬
な
ど
極
め
て
危
険
な
弾
薬
の
荷
役
お
よ

鼻約窪須苓
“危険度1” が
列島を走る

呉ー横須賀
リレー監視で確認

I'  
i提案i

に―--」

「
平
和
基
本
法

最
i

・
 

●
七
月
四
日
、
衆
議
院
議
員
選
挙
が
公
示
さ
れ
る
。

今
回
の
選
挙
は
「
政
治
改
革
」
の
み
が
争
点
に
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
悪
法
議
論
も
海
外
派
兵
も
国
際
貢

献
も
、
戦
後
補
償
も
何
も
か
も
が
、
「
政
治
改
革
」

と
「
新
党
プ
ー
ム
」
に
飲
み
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
マ

ス
コ
ミ
は
、
そ
れ
が
当
然
で
あ
る
と
主
張
し
、
政
党

も
l

政
治
改
革
論
議
」
の
み
を
行
っ
て
い
る
。
ま
し

て
や
、
自
衛
隊
の
軍
縮
も
米
軍
基
地
の
縮
小
も
全
く

i
政
治
課
題
」
か
ら
は
、
は
ず
れ
切
っ
て
い
る
。

「
政
党
の
政
治
」
と
は
そ
う
い
う
も
の
ら
し
い
。

●
で
は
、
市
民
は
ど
う
す
べ
き
な
の
か
。
ど
こ
か
に

あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
市
民
の
二
言
い
分
」
に
耳
を

傾
け
て
く
れ
る
親
切
な
政
党
に
お
手
伝
い
に
行
く
の

か
。
う
ろ
う
ろ
と
市
民
の
お
願
い
を
携
え
て
、
だ
れ

も
い
な
い
国
会
の
中
を
さ
ま
よ
う
の
か
。
ち
が
う
は

ず
だ
。
革
新
政
党
の
傘
下
で
は
な
い
、
自
立
し
た
市

民
の
平
和
運
動
は
そ
う
し
て
は
こ
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

●
自
立
し
た
平
和
運
動
は
、
い
か
な
る
政
治
の
流
れ

の
中
で
も
、
自
ら
の
運
動
を
考
え
、
工
夫
し
て
作
り
、

提
案
し
て
行
く
◇
そ
れ
が
、
私
た
ち
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー

ス
の
紙
上
で
も
主
張
さ
れ
て
い
る
、
東
西
冷
戦
崩
壊

後
の
平
和
運
動
の
あ
り
方
と
い
う
べ
き
も
の
だ
。

び
輸
送
作
業
が
通
常
の
作
戦
と
し
て
行
な
わ
れ
、
そ

の
一
部
が
横
須
賀
な
ど
遠
方
の
米
軍
基
地
ヘ
ト
ラ
ッ

ク
で
輸
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

ま
ず
四
月
二
か
ら
四
日
に
か
け
て
、
恩
広
湾
に
弾

g
 

薬
輸
送
船
タ
ン
パ
ベ
イ
が
停
泊
し
、
広
弾
薬
庫
と
の

間
で
弾
薬
の
輸
送
が
行
な
わ
れ
た
。
二
日
は
埠
頭
で

湯浅一郎
ヒースリンク広島・呉・岩国

危
険
度
標
識
[

1

]

の
看
板
を
か
か
げ
て
荷
役
が
行

可
ス

な
わ
れ
た
。
三
日
午
後
に
は
[

1

]

表
示
を
し
た
卜
認
―
物
ピ

ラ
ッ
ク
が
弾
薬
を
積
ん
で
庫
内
に
消
え
た
。
米
国
防
便
チ
郵
ッ

省
発
行
の
「
武
器
爆
発
物
安
全
基
準
」
に
記
載
さ
れ
種
ャ

た
消
防
規
定
に
よ
れ
ば
標
識
[

1

]

は

核

を

含

む

最

虹

[

高

性

能

の

弾

薬

を

示

し

て

い

る

。

組

月

ー

さ
ら
に
五
月
四
か
ら
八
日
に
か
け
て
輸
送
船
ク
リ
月6
 

ー
プ
ラ
ン
ド
が
姿
を
見
せ
、
五
、
六
日
を
中
心
に
弾
年8
 
8
 

｛
楽
を
広
へ
持
ち
込
ん
だ
。
こ
の
船
は
湾
岸
戦
争
の
時
3
1
9

「危険度1」の標識付きのトラックが、ミサ

イルのようなものを積んで、横須賀に出発。

」
を
論
じ
よ
う
！

●
こ
の
原
稽
を
書
き
終
わ
っ
た
七
月
一
日
の
深
夜
、

5

午
前
三
時
ご
ろ
、
私
は
―
ド
カ
ン
」
と
い
う
炸
裂
音

90巻

で
寝
入
り
ば
な
を
た
た
き
起
こ
さ
れ
た
。
私
の
家
か
直

ら
二

0
メ
ー
ト
ル
と
離
れ
て
い
な
い
、
近
所
の
工
事
可刃心・コ・

中
の
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
、
時
限
発
射
装
置
の
ロ
ケ
ッ
物便

ト
弾
が
三
五
0
メ
ー
ト
ル
先
の
横
田
基
地
に
向
け
て
郵

発
射
さ
れ
た
。
サ
ミ
ッ
ト
ヘ
の
抗
議
だ
そ
う
だ
。
弾
コ

は
基
地
に
は
届
か
ず
、
近
く
の
路
上
で
発
見
さ
れ
た
第日、8

と
い
う
。
ロ
ケ
ッ
ト
の
性
能
が
も
う
少
し
悪
け
れ
ば

1月年

私
の
書
斎
に
落
下
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
ロ
ケ

6

ッ
ト
攻
撃
の
行
動
も
、
や
っ
ぱ
り
「
平
和
勢
力
」
の

88，
 

ー

成
せ
る
技
な
の
だ
ろ
う
か
。

O2
 

●
私
た
ち
は
、
「
政
党
の
政
治
」
と
も
、
「
ロ
ケ
ッ
〇3
 

ト
弾
」
と
も
違
っ
や
り
方
で
、
市
民
の
平
和
プ
ラ
ン

99
ー

を
作
り
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
11

相
当
に
困
難
な
は
ず
だ
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も
必
血

要
な
も
の
な
ら
、
た
く
さ
ん
練
習
を
し
て
、
作
り
始
ス

め
て
み
よ
う
。
そ
の
た
め
に
も
‘
―
つ
の
テ
キ
ス
ト
ピ

と
し
て
の
「
平
和
基
本
法
」
に
つ
い
て
の
論
議
が
大
りキ

切
だ
。
た
く
さ
ん
の
意
見
が
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
に
寄
ャ

せ

ら

れ

ま

す

よ

う

。

◆

◆

刊

月

遠
藤
洋

福
生
市
議

2
 



青
木
雅
彦

反
戦
ド
タ
バ
タ
会
議
（
京
都
）

に
は
佐
世
保
に
停
泊
し
、
広
弾
薬
庵
か
ら
陸
路
運
ば

れ
た
弾
薬
を
積
ん
で
戦
場
に
供
給
し
た
船
で
あ
る
。

五
日
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
弾
薬
の
な
か
に
は
ミ
サ
イ
ル

の
よ
う
な
形
の
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
危
険
度

[

1

]

の
標
識
を
つ
け
た
ト
ラ
ッ
ク
で
庫
内
へ
消
え

た
。
写
真
を
と
り
、
ト
ラ
ッ
ク
の
長
さ
を
基
準
に
し

て
長
さ
を
推
定
し
た
。
箱
状
の
も
の
は
長
さ
五
二
（
）

c
m
、
福
八
o
c
m
。
円
筒
形
の
も
の
は
長
さ
三
五
o
c
m
、

直
径
4
0
c
m
で
、
こ
れ
ら
は
「
シ
ー
ス
バ
ロ
ー
」
な

ど
軍
艦
用
ミ
サ
イ
ル
と
見
ら
れ
る
。
別
の
場
所
か
ら

見
た
結
果
、
そ
れ
ら
は
直
内
の
二
つ
の
洞
穴
で
標
識

[

1

]

の
看
板
を
立
て
て
一
時
貯
蔵
さ
れ
た
。
庫
内

の
埠
頭
以
外
で
[

1

]

の
看
板
を
確
認
し
た
の
は
初

で
あ
る
。
ク
リ
ー
プ
ラ
ン
ド
か
ら
は
危
険
度

I

1
]
,
¥、
「

4

]

ま
で
の
各
種
弾
薬
が
陸
あ
げ
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
場
所
に
一
時
貯
蔵
さ
れ
た
。

そ
の
う
ち
に
五
月
十
日
、
横
須
賀
へ
の
ト
ラ
ッ
ク

乾
送
の
通
知
が
呉
市
に
入
っ
た
＾
＂
一
時
貯
蔵
し
た
も

の
を
持
ち
出
す
可
能
性
が
高
い
と
考
え
、
詳
細
に
監

視
を
し
た
。
午
前
九
時
、
ホ
ロ
付
き
ト
ラ
ッ
ク
四
台

が
弾
薬
直
に
入
り
、
洞
穴
の
方
へ
行
き
、
標
識
[

1

l

を
立
て
て
積
み
込
み
を
し
た
。
十
一
時
過
ぎ
、
相
次

い
で
出
発
。
車
体
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
し
て
広
交
差
点

で
右
折
し
東
へ
向
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
横
須

り
図
と
な
喜
占
陀
ぢ
笥
に
『
＇
．
て
、
ヘ

盈
且
ヒ
日
ま
だ
、
＿
忍
『
こ
の
人
組
一
戻
’
ぎ
最
大
r

，
娑
・
＂
竺
―
[
四
方
山
隊
に
川
絨
．
珀
小
す
る
方
針
を
固
｛

つ
の
方
面
隊
を
、
東
迄
方
和
隊
（
誓
守
仙
台
市
）
の
咽
」

ふ
主
な
ど
を
に
ら
だ
う
古
翁
性
を
貨
詞
習
の
葱

笞
年
人
口
減
少
に
仔
っ
盈
甕
乞
詈
‘
月
9

r
J

1,"'
i
9
,
9
』
9

る

こ

白

素

賢

す

る

分

誌

麿

詞

匠

素

界

て
あ
怜
図
を
蓋
尉
配
四
か
ら
臼
賃
―
芸
虐

ぎ
闘
し
、
ご
の
結
果
、
翌
望
八
カ
人
笥
髭
晨
窒
、
胃
―
詞
そ
・
ェ
委
人
に
と
ど
ょ
ら
ず
、
さ
ら
L

一

覧

喜

羞

履

さ

れ

て

い

否

3

1

 

ー

，

／

J

こ
う
し

団
完
す
そ

凸
市
に
よ
茂
府

日
本
は
「
外
界
」
の
出
来
事
と
国
内
の
反
応

の
タ
イ
ム
ラ
グ
の
大
き
い
国
だ
。
冷
戦
終
結
か

ら
四
年
。
四
十
年
間
近
く
続
い
た
保
守
一
党
支

配
も
よ
う
や
く
終
り
、
日
本
の
政
界
も
根
本
的

「
再
編
」
の
時
代
に
入
っ
た
が
、
来
年
で
こ
ち

ら
も
四
十
オ
に
な
る
自
衛
隊
も
冷
戦
後
の
一
大

再
編
の
時
代
に
入
っ
た
よ
う
だ
。
最
近
の
「
讀

賣
新
聞
」
（
九
三
年
五
月
八
日
）
の
報
道
に
よ

る
と
、
防
衛
庁
は
現
在
五
つ
あ
る
陸
上
自
衛
隊

の
方
面
隊
を
三
な
い
し
四
に
減
ら
す
方
針
を
固

め
た
。
方
面
隊
と
は
陸
自
の
最
も
大
き
な
区
分

で
あ
り
、
北
部
（
北
海
道
）
、
東
北
、
東
部

（
首
都
圏
）
、
中
部
（
中
部
、
近
畿
、
四
国
、

ョ
コ
ス
カ
到
着
を
確
認

上
か
ら
の
「
再
編
」
か

市
民
参
加
の
「
軍
民
転
操
」
か

陸
上
自
衛
隊
に
削
減
の
動
き

（
七
ペ
ー
ジ
上
段
へ
）

賀
へ
向
か
っ
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。
以
上
の

情
報
を
ヨ
コ
ス
カ
市
民
グ
ル
ー
プ
ヘ
連
絡
し
、
で
き

れ
ば
横
須
賀
の
ど
こ
へ
入
る
の
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ほ

し
い
、
と
要
請
し
た
。

た
ま
た
ま
十
一
日
は
横
須
賀
で
は
空
母
イ
ン
デ
ィ

ペ
ン
デ
ン
ス
の
出
港
日
で
、
平
和
船
団
に
よ
る
抗
議

行
動
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
へ
余
計
な
仕
事
が

入
り
、
新
倉
さ
ん
た
ち
に
は
大
変
な
迷
惑
を
か
け
て

し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
清
水
さ
ん
が
浦
郷
弾
薬
庵
か

ら
出
て
く
る
ト
ラ
ッ
ク
を
八
時
三
三
分
に
発
見
。
広

を
出
た
ト
ラ
ッ
ク
と
同
一
の
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
し
た

弾
薬
の
長
距
離
輸
送
を
、
と
っ
た
市
民
の
監
視
で
初

め
て
と
ら
え
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

そ
の
．
後
、
弾
薬
は
五
月
二
十
六
日
ま
で
の
間
に
、

横
須
賀
、
横
田
、
三
沢
、
厚
木
ヘ
ホ
ロ
付
き
の
ト
ラ

ッ
ク
で
繰
り
返
し
翰
送
さ
れ
た
。
こ
の
間
、
横
須
賀

と
の
連
携
プ
レ
ー
は
で
き
る
限
り
続
た
。
横
須
賀
へ

の
輸
送
は
八
回
、
ト
ラ
ッ
ク
ニ
十
二
台
分
に
の
ぼ
っ

た
。
共
同
通
信
記
者
の
質
問
に
対
し
―
在
日
米
軍
報

道
連
絡
事
務
所
」
は
、
そ
の
中
に
は
危
険
度
[

1

]

の
弾
薬
が
含
ま
れ
て
い
る
な
ど
私
た
ち
の
監
視
結
果

を
ほ
ぼ
全
面
的
に
認
め
る
回
答
を
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
九
九
0
年
に
私
た
ち
が
事
前
配
備

船
に
よ
る
弾
薬
の
海
上
保
管
に
関
し
て
入
手
し
た

中
国
）
、
西
部
（
九
州
・
沖
縄
）
の
各
方
面
隊

か
ら
な
る
。
こ
の
計
画
で
は
陸
自
発
足
以
来
の

十
八
万
人
体
制
（
定
員
）
の
縮
小
や
駐
屯
地
の

半
減
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
実
施
さ
れ

れ
ば
創
設
以
来
最
大
の
改
編
に
な
る
だ
ろ
う
。

．
 

ま
ず
「
讀
賣
」
の
同
記
事
の
要
点
を
整
理
し

て
み
よ
う
。
確
定
事
項
と
検
討
中
の
部
分
が
あ

る
こ
と
に
注
意
。

※
【
確
定
】
東
北
方
面
隊
を
廃
止
し
て
東
部
方

面
隊
と
統
合
す
る
。
結
果
全
国
四
方
面
隊
体
制

に
な
る
。

※
[
検
討
中
]
さ
ら
に
中
部
方
面
隊
と
西
部
方

面
隊
を
統
合
す
る
。
実
施
さ
れ
れ
ば
全
国
三
方

面
隊
体
制
に
な
る
。

※
【
確
定
】
陸
自
の
定
数
を
現
在
の
十
八
万
人

か
ら
十
五
万
人
体
制
と
す
る
。

※
【
検
討
中
】
世
論
の
動
向
な
ど
で
更
に
削
減

し
て
十
三
か
ら
十
四
万
人
体
制
に
す
る
。

※
【
確
定
】
廃
止
す
る
師
団
も
あ
る
代
わ
り
に
、

機
動
性
を
持
っ
た
新
た
な
師
団
を
創
設
す
る
。

師
団
の
数
（
現
在
十
三
）
は
減
ら
さ
な
い
。

「
均
衡
配
置
」
か
ら
「
拠
点
配
置
」
へ
の
転
換
。

※
【
確
定
】
駐
屯
地
（
現
在
約
百
六
十
）
を
統

廃
合
し
現
在
の
半
分
か
ら
三
分
の
一
に
減
ら
す
。

※
こ
れ
ら
は
現
在
防
衛
庁
内
で
進
め
ら
れ
て
い

る
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
（
七
六
年
一

0
月
閣

議
決
定
）
の
見
直
し
の
一
環
で
あ
り
、
九
五
年

ま
で
に
は
確
定
す
る
。

※
背
景
に
は
、
募
集
適
格
者
の
減
少
に
よ
る
人

手
不
足
と
、
ソ
連
の
消
滅
に
よ
り
「
北
」
か
ら

「
西
」
へ
の
軍
事
力
の
シ
フ
ト
が
必
要
な
こ
と

市
議
会
に
請
願

5
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―
世
界
規
模
の
弾
薬
港
湾
研
究
一
で
、
米
軍
は
「
民

家
の
密
集
し
た
広
で
は
、
危
険
度
模
識
の
高
性
能
爆

弾
を
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
l

と
い
う
特
別
勧
告
を
行

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
荷
役
に
伴
っ
て
爆
発
事
故
が

起
こ
っ
た
と
き
少
し
で
も
被
害
を
減
ら
そ
う
と
い
う

思
想
に
基
づ
い
て
の
勧
告
で
あ
る
。
今
回
の
事
実
は
、

米
軍
自
身
の
勧
告
を
も
無
視
し
て
、
未
だ
に
危
険
度
号

。
。
9

の
高
い
弾
薬
が
広
で
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
巻通

さ
ら
に
そ
れ
ら
が
広
を
出
て
、
横
須
賀
、
横
田
や
三
（

沢
へ
と
き
わ
め
て
長
い
距
離
を
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
i認

て
い
る
こ
と
は
鷲
く
べ
き
こ
と
だ
。
そ
れ
も
人
知
れ
物便種

ず
一
般
道
を
通
り
す
ぎ
て
い
る
。
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
や
郵

核
燃
料
の
輸
送
は
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
＝
―第

弾
薬
、
そ
れ
も
高
性
能
爆
弾
の
輸
送
も
同
じ
よ
う
な
日8
 

ー

質

を

も

っ

て

い

る

。

月

6
 

六
月
二
日
、
i
ピ
ー
ス
リ
ン
ク
広
島
・
呉
・
岩
国
」
手8
 

は
市
民
の
安
全
と
健
康
に
生
き
る
権
利
を
守
る
と
い
9
8
ー

う
観
点
か
ら
、
危
険
こ
の
上
な
い
弾
薬
の
広
弾
薬
庫
2
0

で
の
荷
役
を
止
め
る
と
共
に
、
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
弾

63
 ，
 

薬
の
長
距
離
翰
送
に
反
対
す
る
よ
う
呉
市
議
会
に
請

19

願
を
出
し
た
。
「
ク
リ
ー
プ
ラ
ン
ド
の
入
港
に
伴
う
＂

゜

一
連
の
弾
薬
荷
役
作
業
に
関
わ
っ
て
、
一
般
道
で
の

z

輸
送
も
含
め
事
故
に
よ
る
災
害
評
価
の
有
無
を
米
国

に
確
か
め
る
こ
と
」
。
「
こ
の
問
題
は
ト
ラ
ッ
ク
の

通
過
す
る
あ
ら
ゆ
る
自
治
体
に
と
っ
て
切
実
な
課
題

で
あ
り
、
横
須
賀
、
横
田
な
ど
の
自
治
体
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
相
互
に
協
力
し
あ
っ
て
住
民
の
生
命
と

月刊キャッチピース 4
 



要
す
る
に
、

(

1

)

方
面
隊
の
縮
小
再
絹

(

2

)

人
員
の
削
減
(

3

)

駐
屯
地
の
削
減
、

の
三
つ
を
同
時
に
行
お
う
と
い
う
こ
と
だ
。
こ

の
内
（

1
）
は
一
般
の
国
民
に
は
直
接
の
関
係

は
薄
い
。

(

2

)

は
定
員
の
問
題
だ
が
、
陸
自

の
実
員
は
現
在
一
五
万
し
か
集
め
ら
れ
な
い
し
、

し
か
も
若
年
人
口
は
こ
れ
か
ら
激
減
（
人
口

「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
参
照
）
す
る
の
だ
か
ら
、

[
徴
兵
制
」
を
実
施
（
途
方
も
な
い
コ
ス
ト
が

か
か
る
た
め
現
実
味
を
欠
く
）
で
も
し
な
い
限

り
、
も
と
も
と
定
員
数
を
減
ら
す
以
外
道
は
な

か
っ
た
。
実
施
さ
れ
て
も
「
軍
縮
効
果
」
は
感

じ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
国
民
に
と
っ
て
一
番
大

重

言生ま：こ`こ二：□-ム
（万人〉 ! 00 50 0 "0 50 ! CJ 〈万人）

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
尽
力
す
る
こ
と
I

o
 

十
一
日
、
総
務
水
道
委
員
会
で
、
非
公
式
で
は
あ

る
が
請
願
の
趣
旨
説
明
を
し
‘
―
市
民
の
安
全
に
関

わ
る
の
で
、
調
査
に
入
る
」
と
と
も
に
、
継
続
審
議

と
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
呉
市
議
会
と
し
て
は
画

期
的
な
事
態
だ
そ
う
で
あ
る
。

．
 

と
も
あ
れ
、
問
題
が
正
式
に
議
会
で
俎
上
に
あ
が

っ
た
こ
と
は
一
定
の
成
果
だ
ろ
う
。
横
須
賀
で
も
市
．

民
グ
ル
ー
プ
が
横
須
賀
市
へ
申
し
入
れ
を
し
て
い
る
。

今
後
、
横
須
賀
、
横
田
な
ど
と
連
絡
を
と
り
つ
つ
、

沿
線
自
治
体
や
住
民
に
も
問
題
の
所
在
を
知
ら
せ
て

い
き
た
い
ぐ

爆
発
力
の
高
い
高
性
能
弾
薬
が
自
治
体
や
住
民
は

何
も
知
ら
な
い
な
か
人
知
れ
ず
千
Km
も
の
長
距
離
を

走
っ
て
い
る
事
実
は
、
住
民
の
人
権
を
無
視
し
た
安

保
条
約
の
差
別
的
な
現
状
を
象
徴
す
る
問
題
と
し
て

広
く
訴
え
た
い
。

♦
'

冷
戦
の
恐
怖
が
記
憶
か
ら
薄
れ
、
新
し
い
時
代
の

脅
威
に
備
え
る
た
め
に
我
々
が
あ
つ
ら
え
る
軍
隊
の

サ
イ
ズ
が
小
さ
く
な
る
に
つ
れ
て
、
一
部
で
は
軍
隊

の
海
外
配
備
に
対
す
る
も
っ
と
も
ら
し
い
異
議
申
し

立
て
が
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
す
な
わ

ち
、
一
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
国
民
は
国
外
に
軍
隊
を
送
っ

て
、
『
前
方
プ
レ
ゼ
ン
ス
』
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
」
と
い
う
疑
問
だ
。
そ
れ
に
対
し
て
は
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
の
状
況
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、

I

前
方
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
有
効
か

ー
な
ぜ
、
ア
ジ
ア
な
の
か
？

前
方
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
ア
メ
リ
カ
の
国
益
に
貢
献
す
る

か
ら
だ
、
と
お
答
え
す
る
。
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い

る
以
上
に
、
そ
の
効
果
は
大
き
く
、
コ
ス
ト
は
小
さ

い
。
そ
し
て
、
も
し
そ
れ
を
止
め
た
ら
、
多
く
の
人

の
想
像
を
は
る
か
に
越
え
た
危
険
が
も
た
ら
さ
れ
る

だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
我
々
が
将
来
を
無
視
す
る
わ
け
に
い
か

な
い
か
ら
だ
。
こ
の
地
域
に
は
世
界
の
人
口
の
三
分

の
二
以
上
が
住
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
は
最
も
大
き
く
、

7

ア
メ
リ
カ
西
海
岸
の

三
隻
に
匹
敵
す
る
C

R

ラ

ー

ソ

ン

ア
メ
リ
カ
太
平
洋
統
合
軍
司
令
官

日
本
を
母
港
に
し
た
空
母
ー・
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ア
ジ
ア
太
平
洋
へ
の

を
つ
づ
け
る
の
か
？

「
前
方
軍
事
プ
レ
ゼ

ス

りよ
ピ
4
チ

2
 
／

ッ
5
ャ

／
 
3
キ

,
l
l
 

千

ヽ
s
月
e
 。
m
 

．
 
2
 

3
 

隻
は
S

6

ー

，
e
,
 

g

ーー
n
 

A

1

 ゚
z
 

s
 。
,
L
 

（
四
ペ
ー
ジ
か
ら
）
言［三二；
大毀の影響 ←ー一

き
な
影
響
が
あ
る
の
が
(

3

)

の
基
地
削
減
だ
。

本
当
に
八
十
以
上
も
の
陸
自
駐
屯
地
が
国
民
の

手
に
戻
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
？

し
か
し
事
態
は
そ
う
甘
く
な
い
よ
う
だ
。
自

衛
隊
に
と
っ
て
は
い
っ
た
ん
土
地
（
駐
屯
地
）

を
手
放
し
て
し
ま
う
と
再
収
得
は
事
実
上
不
可

能
。
し
か
も
駐
屯
地
は
国
民
へ
の
「
浸
透
作
戦
」

の
拠
点
。
こ
の
た
め
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
＿
理
由
―

を
持
ち
出
し
て
基
地
そ
の
も
の
を
返
還
す
る
こ

と
に
は
消
極
的
。
「
讀
賣
」
の
こ
の
記
事
で
も

「
（
駐
屯
地
廃
止
に
は
）
地
元
自
治
体
の
反
発

も
強
い
た
め
、
駐
屯
地
廃
止
後
も
通
信
施
設
設

置
な
ど
で
隊
員
を
残
置
さ
せ
る
代
替
策
も
検
討

中
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
◇
こ
れ
は
駐
屯
地
廃

止
の
う
わ
さ
で
地
元
が
基
地
存
続
運
動
を
行
っ

て
い
る
北
海
道
の
名
寄
市
な
ど
の
動
き
（
「
キ

ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
」
前
々
号
参
照
）
を
指
す
も
の
。

今
回
の
「
讀
賣
」
へ
の
リ
ー
ク
も
、
全
国
の
自

治
体
（
基
地
廃
止
の
候
補
地
は
「
過
疎
」
地
が

中
心
だ
ろ
う
）
が
基
地
存
続
請
願
に
「
一
斉
決

起
」
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
ア
ド
バ
ル
ー
ン
だ

と
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。

一
方
で
、
こ
の
記
事
は
「
（
こ
の
定
数
削
減

計
画
を
）
世
論
の
動
向
で
『
さ
ら
に
削
減
す
る

世
論
の
喚
起
が
カ
ギ

こ
と
も
検
討
す
る
』
（
防
衛
庁
筋
）
」
と
も
書

い
て
い
る
の
は
、
い
か
に
こ
の
よ
う
な
問
題
で

政
府
は
世
論
を
無
視
で
き
な
い
か
を
示
し
て
い

る
。
し
か
し
未
だ
削
減
要
求
の
世
論
は
現
れ
て

い
な
い
。
九
十
年
代
に
入
り
、
日
本
で
は
政
府

が
「
国
際
貢
献
」
を
前
面
に
押
し
出
し
た
た
め
、

冷
戦
後
の
自
衛
隊
•
安
保
を
ど
う
解
決
す
る
か

と
い
う
問
題
は
後
景
に
退
い
て
し
ま
っ
た
感
が

あ
る
。
終
戦
か
ら
朝
鮮
戦
争
に
い
た
る
短
い
期

間
日
本
で
も
「
軍
民
転
換
」
が
推
進
さ
れ
た

（
そ
の
た
め
の
法
律
も
あ
っ
た
！
）
時
が
あ
っ

た
が
、
冷
戦
時
代
（
四
十
年
間
！
）
は
ひ
た
す

ら
自
衛
隊
は
拡
張
を
続
け
、
あ
ま
り
に
も
軍
拡

に
慣
ら
さ
れ
過
ぎ
た
国
民
は
「
護
悪
派
」
の
人

で
す
ら
、
基
地
が
な
く
な
る
（
な
く
す
）
と
い

（
十
ペ
ー
ジ
下
段
へ
）

月刊キャッチピース

基
坤
は
返
さ
な
い
つ
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が
あ
る
。
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厭子力監
入態情報

(5 4) 

♦ 5 月 23 日

◇ 同 日

●5月26日

◇5月28日

●5月29日

♦ 同 日

♦ 6 月 7 日

◇ 同 日

♦ b 月 9 日

◇6月l1日

♦ 6 月 1 1日

♦ 6 月 2 1日

93年 5月 14日～6月 30日

S級＝原子力潜水艦スタージョン級
L級＝原子力潜水艦ロサンゼルス級

09:00原潜ポギー (s級）ホワイ
トピーチに入港。沖泊まり。

1 1 : 0 0原潜ポギー (s級）ホワイ
トピーチを出港。

1 1 : 0 0原潜キャバラ (S級）ホワ
イトピーチに入港。

1 5 : 1 2原潜キャパラ (s級）ホワ
イトピーチを出港。

09:00原潜ガーナード (S級）ホ
ワイトビーチに入港。

09:30原潜ガーナード (S級）ホ
ワイトピーチを出港。

l 6 : 0 0原潜ガーナード (s級）ホ
ワイトピーチに人港。

1 6 : 3 0原潜ガーナード (s級）ホ
ワイトピーチを出港。

1 5 : 5 3原潜ガーナード (s級）佐
世保に入港。

14:00原潜ガーナード (s級）佐
世保を出港。

14:04原潜ホークビル (s級）横
須賀に入港。

09:58原潜ホークピル (s級）横
須賀を出港。

●1993年 1月1日から 6月30日の各地への原子力艦入
港回数は

—
出
費
と
引
き
か
え
に
手
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
は

何

か

？

最

も

急

速

に

発

展

し

て

い

る

わ

が

国

の

輸

出

市

場

と

、

巨

大

な

手

付

か

ず

の

資

源

が

あ

る

。

世

界

経

済

が

減

速

し

て

い

る

今

日

で

さ

え

、

ア

ジ

ア

の

主

要

国

は

先

進

国

の

多

く

の

二

倍

以

上

の

速

度

で

経

済

成

長

を

つ

づ

け

て

い

る

。

こ

の

活

力

の

集

積

か

ら

経

済

的

利

益

を

得

よ

う

す

る

な

ら

ば

、

我

々

は

全

面

的

で

、

熱

意

あ

る

パ

ー

ト

ナ

ー

と

し

て

そ

の

仲

間

に

加

わ

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

ー

な

ぜ

、

地

域

的

パ

ー

ト

ナ

ー

シ

ッ

プ

の

た

め

に

軍

事

プ

レ

ゼ

ン

ス

が

必

要

な

の

か

？

こ

の

地

域

に

我

々

は

複

数

の

二

国

間

軍

事

関

係

を

機

能

さ

せ

て

い

る

。

ア

ジ

ア

太

平

洋

社

会

に

お

け

る

軍

隊

の

影

響

力

は

大

き

く

、

軍

事

プ

レ

ゼ

ン

ス

に

よ

っ

て

、

我

々

は

、

地

域

の

指

導

層

と

特

別

な

結

び

付

き

を

形

作

っ

て

い

る

ウ

ア

メ

リ

カ

は

植

民

地

を

抱

え

て

い

る

わ

け

で

も

な

く

、

領

土

的

野

心

も

な

い

の

で

、

「
正
直
な
プ
ロ
ー
カ
ー
」
と
し
て
、
貿
易
•
投
資
環

境

を

よ

り

安

定

し

た

も

の

に

し

て

い

く

能

力

を

持

っ

て

い

る

し

、

信

用

を

得

て

い

る

。

そ

の

た

め

に

軍

事

力

が

必

要

な

の

か

？

い

う

ま

で

も

な

い

。

目

に

見

え

る

軍

事

プ

レ

ゼ

ン

ス

は

、

ど

ん

な

外

交

文

書

よ

り

も

、

ど

ん

な

政

治

使

節

団

よ

り

も

、

そ

し

て

ど

ん

な

経

済

取

り

決

め

よ

り

も

明

確

な

言

質

を

相

手

に

伝

え

る

こ

と

が

で

き

る

。

定

し

た

軍

隊

を

送

ら

な

け

れ

ば

、

必

ず

や

他

の

だ

れ

か

が

、

我

々

と

は

違

う

乱

暴

な

や

り

方

で

そ

こ

に

進

出

し

て

く

る

に

違

い

な

い

。

前

進

配

備

戦

力

を

撤

去

す

れ

ば

、

我

々

は

プ

レ

ゼ

ン

ス

の

程

度

の

微

調

整

に

よ

っ

て

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

伝

え

る

と

い

う

柔

軟

な

対

応

が

で

き

な

く

な

る

。

我

々

の

ア

ク

セ

ス

と

影

響

力

は

減

少

し

、

同

盟

の

求

心

力

は

消

失

し

て

、

有

事

に

お

け

る

我

々

の

選

択

肢

は

二

つ

に

狭

め

ら

れ

る

。

何

も

し

な

い

か

、

あ

る

い

は

本

土

か

ら

軍

隊

を

派

遣

す

る

か

・

・

・

空

虚

な

言

葉

か

、

そ

れ

と

も

鼻

づ

ら

へ

の

パ

ン

チ

か

。

横須賀
佐世保
ホワイトビーチ
（沖縄．勝連町）

も

し

、

ア

ジ

ア

の

人

々

を

味

方

に

し

、

彼

ら

の

思

考

に

影

響

を

与

え

、

指

導

者

の

間

に

我

々

の

価

値

観

を

浸

透

さ

せ

、

こ

の

地

域

に

お

け

る

国

益

を

確

か

な

も

の

に

し

よ

う

と

す

る

な

ら

ば

、

我

々

は

彼

ら

の

住

ん

で

い

る

そ

の

場

所

で

、

仲

間

に

加

わ

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

そ

こ

に

存

在

す

る

こ

ど

に

よ

っ

て

、

条

約

や

我

々

の

言

葉

は

よ

り

確

か

な

信

頼

を

獲

得

し

、

危

機

に

お

け

る

民

衆

や

指

導

者

の

協

力

を

促

す

こ

と

が

で

き

る

。

ま

た

、

い

ざ

軍

事

行

動

が

必

要

と

な

っ

た

時

、

配

備

に

要

す

る

時

間

を

短

縮

さ

れ

、

我

々

の

即

応

力

は

改

善

さ

れ

る

。

さ

ら

に

こ

れ

が

最

も

重

要

な

こ

と

だ

が

、

我

々

が

そ

こ

に

存

在

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

侵

略

者

に

よ

る

我

々

の

利

益

に

対

す

る

侵

害

を

未

然

に

抑

止

す

る

こ

と

が

可

能

と

な

る

。

ー

し

か

し

、

軍

隊

の

規

模

と

そ

の

た

め

の

出

費

が

あ

ま

り

に

も

大

き

す

ぎ

る

の

で

は

な

い

か

？

答

え

は

三

つ

あ

る

。

●

ま

ず

第

一

に

、

我

々

が

前

方

配

備

し

て

い

る

軍

隊

は

そ

れ

ほ

ど

巨

大

で

は

な

い

。

我

々

が

領

土

外

に

配

備

し

て

い

る

軍

隊

は

、

世

界

の

半

分

近

く

の

地

域

に

対

し

て

約

八

万

人

だ

。

そ

れ

は

国

内

に

配

備

し

た

軍

隊

の

約

六

％

に

あ

た

る

。

我

々

が

手

に

い

れ

る

の

は

、

世

界

を

我

々

の

価

値

観

と

利

益

に

合

致

す

る

よ

う

形

づ

け

、

方

向

づ

け

、

奨

励

し

促

進

す

る

チ

ャ

ン

ス

で

あ

る

。

我

々

は

、

我

々

が

撤

退

し

た

な

ら

ば

必

ず

は

じ

ま

る

に

違

い

な

い

主

導

権

と

利

己

的

な

利

益

を

め

ぐ

る

剥

き

だ

し

の

争

い

を

防

止

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

ま

た

、

過

去

五

十

年

間

に

三

度

こ

の

地

域

で

経

験

し

た

よ

う

に

、

意

思

も

準

備

も

な

い

ま

ま

に

我

々

を

紛

争

に

引

き

摺

り

込

む

よ

う

な

、

我

々

の

国

益

に

対

す

る

暴

力

的

挑

戦

を

排

除

す

る

こ

と

も

で

き

る

。

さ

ら

に

我

々

は

、

ダ

イ

ナ

ミ

ッ

ク

な

太

平

洋

共

同

体

の

正

式

の

メ

ン

バ

ー

と

し

て

そ

こ

に

参

加

し

、

競

争

に

加

わ

る

チ

ャ

ン

ス

を

手

に

い

れ

る

。

同

じ

こ

と

が

出

来

な

い

の

か

？

7回（うち原潜7回）
4回（うち原潜4回）
9回（うち原潜9回）

'

し

か

し

、

な

ぜ

ア

メ

リ

カ

に

い

な

が

ら

に

し

て

●

第

二

に

前

方

プ

レ

ゼ

ン

ス

の

費

用

は

さ

ほ

ど

で

は

8

な

い

。

・

人

件

費

や

装

備

費

は

ど

こ

に

い

て

も

か

か

る

費

用

だ

。

海

外

配

備

に

よ

っ

て

新

た

に

必

要

に

な

る

の

は

施

設

の

建

設

費

、

運

用

費

、

維

持

管

理

費

が

そ

の

ほ

と

ん

ど

だ

が

、

韓

国

は

め

ざ

ま

し

い

経

済

発

展

を

と

げ

た

結

果

、

ま

も

な

く

こ

の

費

用

の

三

0
％

を

負

担

す

る

こ

と

に

な

る

だ

ろ

う

。

よ

り

経

済

力

の

あ

的

る

日

本

は

、

す

で

に

ほ

ぼ

七

五

％

を

負

担

す

る

こ

と

巻

通

に

同

意

し

て

お

り

、

す

で

に

世

界

最

高

の

施

設

を

我

（

可

々

の

た

め

に

建

設

し

て

い

る

。

現

在

、

日

本

に

は

空

認

物

母

一

隻

の

母

港

を

置

い

て

い

る

。

も

し

こ

れ

を

撤

去

便

し

て

同

レ

ベ

ル

の

前

方

プ

レ

ゼ

ン

ス

を

維

持

し

よ

う

郵

種第

と

す

れ

ば

、

ア

メ

リ

カ

西

海

岸

に

少

な

く

と

も

三

隻

三

0
0
 

の

空

母

を

配

備

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

だ

ろ

う

。

日

た

だ

●

そ

し

て

最

後

に

、

無

料

で

は

何

も

手

に

は

い

ら

な

月

6
 

い

と

い

う

こ

と

だ

。

国

際

的

な

指

導

力

を

維

持

し

、

年

8
 
8
 

将

来

を

我

々

が

望

む

よ

う

に

方

向

づ

け

て

い

く

た

め

19

に

は

そ

れ

相

当

の

出

費

は

覚

悟

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

206i 

い

。

。

多

少

の

出

費

を

節

約

し

た

あ

げ

く

、

惨

め

な

3

，
 
，
 

孤

立

を

な

め

る

の

か

、

あ

る

い

は

繁

栄

の

道

を

歩

む

1
。

ア

ジ

ア

で

指

導

的

な

役

割

を

果

た

す

の

が

。

道

は

二

．

z
 

つ

に

―

つ

な

の

だ

。

ス

し

た

が

っ

て

前

方

プ

レ

ゼ

ン

ス

に

関

し

て

皆

が

発

一

ピ

す

る

問

は

「

も

し

、

そ

れ

を

止

め

た

ら

ど

う

な

る

の

チ

か

」

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

・

世

界

の

一

部

で

拡

大

[

し

て

い

ゑ

混

乱

を

見

れ

ば

予

想

が

つ

く

よ

う

に

、

も

料

し

我

々

が

太

乎

洋

に

、

集

中

的

で

目

に

見

え

る

、

安

月

解

脱

●

原

題

は

r
o
v
e
r

T
h
e
r
e
 I
s

 

W
h
e
r
e
 
W
e
 N
e
e
 

d
 

I

0

B

e

,

 

H
i
 

I
 
i
 

t

a
r
 
i
 

I
 

y
 
J
 

(

そ

こ

は

我

々

が

軍

事

的

に

存

在

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

場

所

だ

）

。

ア

メ

リ
カ
太
平
洋
全
軍
の
最
高
責
任
者
チ
ャ
ー
ル
ズ
•
R

・

ラ

ー

ソ

ン

海

軍

大

将

に

よ

る

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

形

式

の

記

事

で

あ

る

。

最

近

、

ア

メ

リ

カ

国

内

で

目

立

っ

て

主

張

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

き

た

、

「

海

外

前

進

配

備

（

プ

レ

ゼ

ン

ス

）

」

へ

の

反

論

を

展

開

し

て

い

る

。

前

号

で

紹

介

し

た

、

ロ

ー

ド

新

国

務

次

官

補

の

演

説

と

同

じ

く

、

基

本

的

な

動

機

は

「

経

済

」

で

あ

る

。

冷

戦

終

結

と

い

う

時

代

の

転

換

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

い

や

だ

か

ら

こ

そ

、

ア

メ

リ

カ

は

こ

れ

ま

で

ど

お

り

に

、

軍

事

的

な

プ

レ

ゼ

ン

ス

を

つ

づ

け

る

。

そ

の

目

的

は

、

煎

じ

詰

め

れ

ば

、

将

来

の

経

済

的

権

益

を

「

他

の

だ

れ

か

」

か

ら

守

る

こ

と

、

そ

し

て

、

例

に

よ

っ

て

「

海

外

配

備

」

自

体

の

「

経

済

効

果

」

を

韓

国

、

日

本

を

引

き

合

い

に

力

説

し

て

い

る

◇

日

本

が

費

用

負

担

に

ノ

ー

と

い

え

ば

、

こ

の

論

理

は

ひ

っ

く

り

か

え

る

。

（

田

巻

一

彦

・

訳

も

）

，
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●
T
O
E
S
の
会
議
に
は
、
こ
ち
ら
で
日
程
が
あ
り

出
か
け
ら
れ
な
く
て
残
念
で
す
。
日
本
の
N
G
O
の

こ
の
種
の
活
動
は
こ
れ
か
ら
大
い
に
や
ら
な
け
れ
ば

な
る
ま
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
強
く
支
持

し
ま
す
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
環
境
を
含
め
た
安

定
化
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
六
・
ニ
八
一
七
・
三
の

那
覇
で
開
か
れ
る
太
平
洋
学
術
会
議
で
こ
ち
ら
も
発

表
を
し
て
、
日
本
の
経
験
を
い
く
ら
か
で
も
役
立
て

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
八
月
に
は
お
そ
ら
く

ベ
ト
ナ
ム
ヘ
出
か
け
て
、
衛
生
問
題
を
見
て
来
る
こ

読
者
か
ら
編
集
室
か
ら

●
（
ま
）
は
最
近
果
て
し
な
く
暗
い
。
き
わ
め
て
ジ

コ
カ
ン
ケ
ツ
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
余
り
の
経
済
的

危
機
の
た
め
、
本
業
（
？
）
の
バ
ン
ド
マ
ン
活
動
に

激
し
く
支
障
を
き
た
し
て
い
る
か
ら
だ
。
現
場
に
立

て
な
い
バ
ン
ド
マ
ン
な
ど
丘
に
あ
が
っ
た
カ
エ
ル
で

あ
る
。
ナ
ン
ト
カ
の
な
い
コ
ー
ヒ
ー
で
あ
る
。
パ
ン

ツ
を
は
か
ず
に
ズ
ボ
ン
を
身
に
ま
と
う
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。
こ
の
さ
い
プ
ロ
レ
ス
に
転
向
し
よ
う
か
と
、

バ
ッ
ク
ド
ロ
ッ
プ
の
練
習
に
明
け
暮
れ
る
日
々
。
な

ど
と
意
味
不
明
な
こ
と
を
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
今
月

も
ワ
ー
プ
ロ
を
う
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
ま
）

と
に
な
り
そ
う
で
す
。
今
回
そ
ち
ら
へ
は
参
加
で
き

ま
せ
ん
が
、
そ
の
分
は
、
こ
ち
ら
で
や
る
つ
も
り
で

す

。

（

宇

井

純

／

那

覇

市

／

大

学

教

員

）

●
早
速
に
コ
ピ
ー
お
送
り
下
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
紙
上
の
―
こ
の
運

動
を
ど
う
思
い
ま
す
か
」
の
問
い
か
け
が
き
っ
か
け

に
な
っ
て
、
若
い
主
婦
や
、
ア
メ
リ
カ
青
年
と
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
、
原
文
が
必
要
で

し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
C

急
に

バ
タ
バ
タ
と
忙
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
◇
お
体
大
切

に
お
す
ご
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。
と
り
あ
え
ず
お
礼
ま

で。

(
M
.
k
／
世
田
谷
）

●
五
月
は
仕
事
（
飯
の
種
の
方
の
）
の
都
合
で
（
た
）

は
編
集
を
お
休
み
し
て
し
ま
っ
た
。
も
う
一
人
の
ス

タ
ッ
フ
（
や
）
さ
ん
は
、
草
の
根
援
助
運
動
で
今
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
。
そ
の
結
果
、
何
か
ら
何
ま
で
一
人
で

こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
ま
）
君
よ
、
す

ま
な
か
っ
た
、
も
う
大
丈
夫
だ
と
復
帰
を
心
に
誓
っ

た
、
と
あ
る
朝
。
猛
烈
な
腹
痛
が
（
た
）
を
襲
っ
た
。

診
断
は
ニ
ョ
ウ
カ
ン
ケ
ッ
セ
キ
と
い
う
悲
し
い
病
気

で
あ
る
。
入
院
治
療
の
か
い
な
く
、
憎
き
石
こ
ろ
は

「
わ
し
、
こ
こ
を
ど
か
ん
け
ん
。
今
後
も
覚
悟
す
る

よ
ー
に
」
と
ま
だ
居
す
わ
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
わ
け

で
、
大
幅
遅
れ
、
二
号
つ
づ
け
て
の
減
ペ
ー
ジ
、
お

許
し
を
。
次
は
夏
の
合
併
号
を
お
と
ど
け
す
る
予
定

で
す
。
カ
ン
パ
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（
た
）
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こ
と
に
無
関
心
に
な
っ
て
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ま
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た
。
．
 

国
民
を
こ
の
＿
眠
り
」
か
ら
覚
ま
す
た
め
に

は
、
抽
象
的
な
護
悪
や
軍
縮
で
な
く
、
具
体
的

な
事
例
や
思
考
実
験
で
一
軍
民
転
換
」
の
意
義

を
市
民
自
ら
実
感
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
だ
い

。
巻

ろ
う
。
近
刊
の
ー
株
式
会
社
自
衛
隊
」
（
オ
ウ

9

ト
ゥ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
編
扶
桑
社
）
の
よ
う
な
直

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
設
定
は
異
論
が
多
い
だ
可認

ろ
う
）
を
、
平
和
運
動
や
自
治
体
レ
ベ
ル
で
も
物便

個
々
独
自
に
考
え
討
論
し
、
市
民
参
加
を
促
進
郵

す

べ

き

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

◆

◆
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（
六
ペ
ー
ジ
か
ら
）
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